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１）これはｆｒｅｅ ｓｏｆｔ です。Excel2000、中級以上の方で使ってください。VBAを使ってい

るのでなるべく早く動くようにシートロックをかけておりません。シート内の式を勝手に変えると

私の期待どおりに作動しなくなる場合があります。 
２）Excel2000 以下ではレース中のシート操作で LAP 順位など出せません。フォームだけの操作にな

ってしまいます。 
３）ＭＴＢ愛好家のために作りました。草レースなどで計測に苦労している方に使って頂けたらありが

たいです。 
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４）初期画面 
まず OKをクリックしてください。 
レース計測の前に、名簿作成があります。3 段目のシート「参加者名簿」のタグをクリックして、
名簿を開きそこに参加者の名簿を記入してください。 
セルの位置・順番は設定変更しないでください。リンクデーターはゼッケン番号、クラス分類記号、

クラブ名、代表者名です。それ以外はリンクしていませんので書いても書かなくてもかまいません。

項目の増減も自由です。 
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５）計測陣形 

 
 
 
 

(ア) 周回記録（シート「周回記録用紙」を印刷してください。 
計測要員が不足しているときは、これを省いて、パソコン 2台でもできるが、いた方がより安
全である。 
 

 
 

(イ) パソコン１（windows） 
 

(ウ) パソコン２（windows） 
 

(エ) 予備（トイレタイムなどで必要） 
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計測用パソコン 2台 

液晶プロジェクターでパソ

コン画面を表示している。

順位を気にする参加者への

サービス。 
うっかり八兵衛ならではの

サービスです。 

周回記録（手書き） 
予備(トイレ)要員 
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液晶プロジェクター画面 
スクリーンは、特殊な和紙を使っています。「破れない障子」で知られていますかね？ 
スクリーン後方から投影しています。 プロジェクターは３０００ルーメンのもので、日中でも何とか

画面表示できました。スクリーン後方は暗幕でできる限り暗くする工夫が必要と感じております。今後

の課題でしょう。 

 
 
 
 



7 

 
６）スタートの準備 

2段目のシートの SetStartボタンを押す。 
すると左上の方に「スタート」「LAPボタン表示」のボックスが出ます。 
これで、レースのスタート準備ができました。スターターの合図とともにこの「スタート」ボタン

を」押します。 
うっかり八兵衛カップレースでは、スタート地点と計測地点が離れているので、スタートの合図が

分からないときがあります。無線や号砲等で記録係にしっかり聞こえるように工夫しましょう。 
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７）タイマー表示 
「スタート」ボタンを押すと隣にタイマーが立ち上がってきます。初期の設定は 4時間カウントダ
ウンタイマーになっています。このタイマーは VB で動いていますので、Excel とは連動していま
せん、別に動いています。Excelの 2段目のシートに表示されたスタート時間とは多少異なるとき
があります。 
補正値は １秒の遅れとしてあり。そのタイミングにより表示は同じでも 0.5秒の誤差が生じてい
る場合がありますが、MTBレースは周回レースですので、そこは寛容に見てください。 
 
2時間レースの場合は、「２ｈ」をクリックしてください。 
3時間レースの場合は、「３ｈ」をクリックしてください。 

 
 
 

８）LAP画面 
「LAPボタン表示」を押すと LAPボタンのボックスが開きます。ディスプレー画面の適当な位置
に移動して使ってください。なるべくなら 3段目のシートの順位が分かるように端っこに位置させ
るのがいいと思います。 
このとき、パソコンの画面の表示はなるべく解像度を上げて表示した方が広い範囲を表示できてい

いと思います。推奨は 1280×1024以上。 
 
レースでは、周回するたびに右の LAPボタンボックス上のゼッケン番号を押します。 
途中、「閉じる」ボタンでボックスを消しても、2 段目シートの「LAP ボタン表示」ボタンで再表
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示できます。このときレースのタイマーは変化しません。レース継続中は、絶対に「SetStart」ボ
タンは押さないで下さい。リセットしてしまいレースが台無しになってしまいます。 
 

 
 

ここも、レース時

間に合わせる 
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９）その他のボタン 
(ア) 入力取消 

LAP計測中は相当の集中力が必要です。おしゃべり、よそ見、参加者からの余計な質問などは
全てが、入力ミスの原因になります。 難しいことはありませんが、集中力が必要です。 
 
万が一、ボタン押し違いをしてしまった場合は、「入力取消」ボタンを押してください。デー

ターが一つだけ消えます。 後でミスに気がついても、４つ前とか８つ前のデーターを消すこ

とはできません。 その場合はメモしておいて、最後に訂正します。計測中は大きな訂正はし

ないようにしてください。 
一つのことにこだわっていると、どんどん来るデーターの入力が全て入力できないし、これか

らのレース計測がだめになりますので、小さなミスは、メモしておいて後で直すということを

してください。 修正箇所はなるべく少なくするというのが、レース後の処理をスムーズに短

時間にします。 
 

(イ) 上書保存 
「上書保存」ボタンでいつでも任意にデータを保存することができます。しかし、ファイルが

１MBぐらいありますから、保存に数秒かかりますので、レース中は比較的余裕のあるときに
ボタンを押してください。なお保存中はラップボタンが押せません。データーは計測中に電源

が切れたりしたら保障されませんので、細めに保存しておいてください。 
 

(ウ) 印刷 view 
総合順位の印刷ができます。 レース中は入力ミスなどのため、正確な順位となりませんが、

参考のため印刷したいときなどに使います。 印刷データーをスプールするのに、数秒間必要

です。その間データー入力できませんので、レース中はそのタイミングを計らなければなりま

せん。 
うっかり八兵衛カップでは、参加者が多く、レース中に印刷するのは難しいと思われます。 
 

(エ) 総合順位 
ラップボタンが６回押されるごとに、自動的に総合順位の並び替えをしてますが、「総合順位」

ボタンでいつでも任意に並び替えをして、最新の順位を知ることができます。 
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１０） 計測後の訂正（入力ミス箇所の訂正） 
作業する前にファイルの保存をして、念には念を入れましょう。 
まず、周回記録のラップ数を読み上げてもらう。それをパソコン 2台のデータと突合せていく。 
3 段目のシートのタグで「計測」選んでください。 ここでメニューバーの「ツール」「保護」「ブ
ック保護の解除」を選ぶと、シートを自由な大きさにドラッグすることができるようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１） 数値の訂正 
訂正できるシートは「計測」シートのみであります。 それ以外のシートを絶対に訂正しないでく

ださい。「集計表」「入力履歴」これらのシートはすべてが「計測シート」とのリンクで表示されて

いますので、実際のデータはセルに入っていません。 実際のデータは、「計測」シートにのみ記

入されていますので、これを修正すれば、すべての表示に反映されます。 
 
 

たとえばここが間違っている。 
本当は 9ラップであった。 
そうすると ここの数値がおかしいと推測できる。これは 2 台
のパソコンを比べると分かる。 

ラップ数を 3人でつき合わせていく。 
3人とも一致しているのは正しいと判
断する。 2人一致なら残りの 1人を
訂正すればいい。 
3人とも違う場合、まずないと思うが
この場合は妥当な記録を採用するし

かない。 
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１２） 訂正の実際 
正しいラップは９であった。正しいデータをカット&貼り付けで移動する。 

 移動箇所をドラッグして 

カットして正しい位置に貼り付け 

 
もう一台のパソコンの正しいデータを記入する。 時間データは 0:00:00 という形式で入力して
ください。 時：分：秒です。 

 
同じく記入する。 表示がちょっとおかしい？ でも後で書式を設定すれば問題ない。 
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ラップ数を正しく訂正する。 これが大事、ついつい時間だけ直してこちらを直さない時がある。 

 
先ほどのおかしい表示の直し方。 セル書式設定でユーザー定義のところで [m]:ss と入力して
OKする。 

 
 
それで直ったでしょう。 
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ラップ数が多すぎた時 
短いデーターが入っているときが多い。たとえばこんなの。 

 
切り詰めるためには、切り取るデータをドラッグして選択する。 

 

切り取る 

 
誤ったデータのセルを選び、貼り付ける。 もちろん、その後 LAPも訂正する。これは大事です。 

 

  
データーが訂正できたら、順位表を開いて、総合順位でソートしましょう 
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以上、簡単ですが、使用の仕方を説明しました。まだ説明足りないところがありますが、excel をふだ
んから使っている人であれば、問題を解決することができるはずです。 
 
計測記録は、長時間緊張を要するところです。十分な準備と練習を重ね。できるだけミスをなくすよう

に努めてください。 
 
補足 
たぶん分かると思うのですが、2段目のシートで周回の制限時間の設定の仕方の説明がもれてました。 
コースの 1周の時間がおおよそ分かれば、ショトカット発見とか入力ミス発見に役に立ちます。 
うっかり八兵衛ではコースの中にショートカットコースがたくさんありますので異常に速いラップが

あったりすると赤文字になるように設定しております。また長すぎる時間も、事故の発見や入力ミス 
の発見をしやすくなりますので適当な時間、大体 2倍の時間を入れておくのがいいと思います。ただし、
周回をサボるチームがいますので、長い時間のすべてが入力ミスなどとは限りません。 
参考値（うっかり八兵衛カップの場合） 
一周が速い選手で、１２分台で走ります。また遅い選手（女子）で 28分ぐらいで走ります。 
設定値は最小で１０分、最長で３７分にしてあります。 
 
＊ このソフト使用にあたっては、すべての責任は使用者にあります。当方はいかなる損害にも対応い

たしません。承知の上でご使用ください。 
＊ ストップウォッチを動かすためには、MSVBVM60.DLL が必要です。C:¥WINDOWS¥STSTEM 

にコピーしてください。 
ダウンロード先は http://www.milori.com/developer/runtimes/ 

＊ excel、 windows、はマイクロソフト社の商品です。 


